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再構成皮膚は様々な人種の皮膚色を作りだすことが
可能であり、色素異常症や創傷に対する有効な治療法
になると共に、皮膚色の異なるヒト皮膚モデルを提供
することが考えられた。また、何故メラノサイトが自
発的に基底層に定着するのかを解析することにより、
色素異常症の原因が解明される可能性も示唆された。
PB－31．
尋常性ざ瘡の病態に及ぼすMalasseziaの関与
の検討
（専攻生・皮膚科学）
○津福　久恵
（明治薬大・微生物学）
　杉田　　隆
（皮膚科学）
　坪井　良治
　尋常性ざ瘡は、脂腺毛包における慢性炎症性皮膚疾
患である。病態について未だ不明な点が多いが、本疾
患は毛包の異常角化に伴う過角化、皮脂腺からの皮脂
分泌過多、毛包内での微生物の増殖と、それに伴う炎
症と免疫反応によって生じると考えられている。毛包
内微生物に関しては、Proρionibαcterium　acnes（以下P．
acnes）、　Staphylococcus　eρidermidis（以下S．　epider一
磁醐、Malasseziaなどの関与が指摘されている。従
来はP．acnesが最も本疾患の発症に関与していると
考えられてきたが、日常診療では抗生剤が効果を示さ
ない症例も散見される。一方、皮膚常在真菌である好
脂性酵母Malasseziaは、綴風、マラセチア毛包炎、脂
漏性皮膚炎、アトピー性皮膚炎などの原因菌や増悪因
子として知られ、病変部からM．globosa、　M．　restricta
などが高頻度に検出される。今回われわれは、尋常性
ざ瘡と微生物、特にMalasseziaの関与について検討し
た。顔面に膿庖を有する成人のざ瘡患者33名から膿
庖を採取した。膿庖から菌由来DNAを抽出し、　PCR
にてP．acnes、　S．　eρidermidtsの有無、　Mα1αssezia・9菌
種の菌相解析、real　time　PCRによるM．　globosa、　M．
restrictaの菌定量を同時に実施した。その結果、　P．
αcnes、　S．　epidermidts、　Malasseziaはそれぞれ、症例の
39．4％、96．9％、69．7％から検出され、各症例においてP．
acnesとMalasseziaは共存しない傾向が認められた。
定量においては、M．　globosαが有意に多く検出され
た。以上の結果より、尋常性ざ瘡の病態にMalassezia
が予想以上に強く関与していることが示唆された。
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ラット骨髄由来間葉系幹細胞を用いたピアルロ
ン酸産生についての検討
（大学院三年・整形外科学）
○小島　　理
（整形外科学）
　正岡　利紀、岩崎
　山本　謙吾
剛、朝日　盛也
【目的】　ピアルロン酸は変形性膝関節症や関節リウ
マチに対して、関節内注入剤として広く用いられてお
り、軟骨の保護や晶出軽減に有用であることが知られ
ている。また近年、ピアルロン酸の骨形成促進作用に
関する報告が散見される。一方、低出力超音波
（LIPUS）が創傷治癒の促進や、骨折に対して有効であ
るのは周知の通りであり、すでに臨床応用されて日常
広く使用されている。また、線維芽細胞増殖因子
（FGF－2）は骨折治癒促進作用が報告され、現在P2試
験の段階である。本研究の目的は、ラット骨髄由来二
葉系幹細胞に対し、LIPUSの照射、もしくはFGF－2を
作用させ、ピアルロン酸産生に及ぼす影響を検討する
ことである。
【方法】　ラット骨髄由来間葉系幹細胞はラットSLC
SD雄5週齢の大腿骨及び脛骨の骨髄細胞より採取
し、DO　DMEM十10％FBSで1×104　cells／well（24well）
にて培養。全ての群にDexamethasone（Dex）10一7　M
を添加、非刺激群を（C）群、FGF－2添加群を（F）群
（添加濃度を1，10，50ng／mしとし、それぞれ（F－1）、
（F－10）、（F－50）群）とした。LIPUS照射群を（L）群、
FGF－2添加十LIPUS照射群を（FL）群とし、　FGF－2
の濃度別にそれぞれ（FL－1）、（FL－10）、（FL－50）群とし
た。4日目にピアルロン酸産生量の定量を行い、各群間
の比較検討を行った。
【結果】産生ピアルロン酸量（treatment／control）は
F－1群では1．26倍、F－10群では1．41倍、　F－50群では
1．71倍、L群では1．42倍、　FL－1群では1，55倍、　FL－10
群では1．89倍、FL－50群では2．Ol倍と増加を示した。
LIPUSによりピアルロン酸が増加し、　FGF－2用量依
存的にその産出量は増加する傾向にあった。
【考察】LIPUS照射、　FGF－2の刺激により、ピアルロ
ン酸の産生が刺激され、骨形成刺激へのピアルロン酸
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の関与が示唆された。
PB－33．
多発外傷におけるHoffman　II創外固定を用い
た四肢長虫骨身折の治療
（霞ケ浦・整形外科）
○有沢　　治、市丸　勝二、間中　昌和
　森下　恭資、呉　　茂明、山藤　　崇
【はじめに】　近年、交通外傷や労働災害の多様化によ
り、多発外傷を伴う四肢長野坦々折が散見される。特
に開放骨折に対する初期治療は、機能的予後に直結す
る重要な課題である。今回我々は、多発外傷における
四肢長管坦々折に対して、Hoffman　II創外固定を用い
て治療した症例の治療成績及び問題点を検討したの
で報告する。
【対象】　症例は2003年以降多発外傷における四肢長
管三々折に対して、Hoffman　II門外固定を用いて治療
した17例である。男性11例、女性6例で、年齢は6歳
から80歳、受傷原因は、交通事故9例、転落5例、労
災事故3例である。合併損傷として、血胸や肺挫傷等
胸部外傷7例、腸管損傷等腹部外傷2例、骨盤骨折、股
関節脱臼骨折や他の四肢長俗骨々折13例である。開
放骨折はll例で、それらのGustilo分類は、　Type　II　4
例、Type　IIIa　4例、　Type　IIIb　3例である。また同時に
他部位の観血的整復固定術を行なった症例が4例あ
る。
【結果】　Hoffman　II学外固定を用いて治療した四肢
長野戸々折は、全例追加手術することなく骨癒合が得
られた。ピン刺入部感染を併発した症例が1例ある
が、深部感染を併発した症例はなかった。経過中骨癒
合の遷延傾向がみられた脛骨開放骨折の3例には超
音波刺激を併用した。後遺症として、隣接関節の可動
域制限が9例に認められた。平均骨癒合期間は4．5カ
月であった。
【考察】Hoffman・II創外固定器は、装着が非常に簡便
で手術時間の短縮が可能である。また軽量かつコンパ
クトなフレームで、X線透過性のカーボンバーやス
ナップフィット機構による連結器の操作が容易であ
る。しかしながら強度的に問題があり、荷重に関して
は、フレームの追加や抜去後の装具の併用等今後の課
題と考える。
【結語】　Hoffman　II創外固定器は、多発外傷におけ
る四肢長管骨々折に対しての初期固定に、非常に有用
であると思われた。
PB－34．
下腿Transverse　lntermuscular　Septum（横下腿
筋間中隔）の血管分布と筋膜弁としての応用
（形成外科学）
○田中　浩二、松村
（人体構造学）
　宮木　孝昌
一、渡辺　減益
【緒言】下腿遠位部や足部は、腫瘍切除後や外傷によ
る軟部組織欠損を再建する際に、手術法の選択に難渋
する部位の一つである。これまで様々な手術法が報告
されているが、いかに少ない侵襲で行うか、また再手
術の可能性も含めていかに多くの選択肢を持つかが、
いまだ大きな課題となっている。
　下腿のTransverse　Intermuscular　Septum（以下
TIMS）はヒラメ筋と長母趾屈筋、長趾屈筋の問に介
在する線維性の組織である。この組織の解剖学的形態
や血流などの詳細構造はいまだ明らかにされておら
ず、またこの組織の臨床応用も考えられていない。今
回われわれは後脛骨動脈からTIMSへの血行を調べ、
筋膜弁としての可能性の有無を検討した。
【対象と方法】　10体の実習用保存死体（成人、男性5
体、女性5体、右6肢、左4肢）を用い、後脛骨動脈
からTIMSに分枝する血管を拡大鏡下に同定した。血
管の分枝位置は内果の頂点から近位方向への距離で
示した。
【結果】TIMSは下腿遠位1／2にて発達しており、近
位では薄く不明瞭であった。後脛骨動脈からTIMSへ
分枝する血管は1肢につき最小1本～最大4本（平
均2．3本目肢）存在した。分枝する位置は内果の頂点か
ら近位方向へ最大121mmまでの範囲であり、　O　mm
～65mmの範囲に最低1本は存在した。男女間や左右
にて有意な差は認められなかった（P＜0．05）。
【考察】今回明らかにされた特徴から、より遠位の分
枝血管を茎とした有茎筋膜弁が可能であると思われ
た。また遊離筋膜弁としては、分枝血管の径がlmm
以下であることからこの枝自体を茎とするのは難し
いが、後脛骨動脈そのものを茎とするのは容易である
と思われた。
【結語】TIMSは下腿遠位や足部における有用な再
（　17　）
